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チアゾ ー ル系加硫促進剤について (2) [NR配合］

前回門チアゾー ル系加硫促進剤であるMDCAとM-60-

OTのNRの硫質加硫における加硫性能について紹介した

今回は， 加砿ゴムの物性と圧縮永久ひずみについて紹介す

る ，

表1に加硫ゴムの物性を示す． 初期物性は， MのTb,

モジュラス， 硬 さが低い． 熱老化後の物性は， MのTb,

Ebの変化率が最も小さい， MDCA,M-60-0T, CZは， M

よりモジュラスの変化が小さい圧縮永久ひずみは，[Ml

CZ] < [MDCA]の順になり， Mが最もく[M-60-0T,

良好である．

試験項目

(1)引張試験

(2)硬さ試験

(3)熱老化試験； 100℃ （ギヤ ー 式老化試験機）

(4)圧縮永久ひずみ試験；大形， 25%圧縮， 100℃

加硫条件；加硫温度145℃， 加硫時間は表1に示す ．
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません．

ステアリン酸3, N330 40, 6C 1,

表1 加硫ゴムの物性
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）内は変化率 ． ただし，HA は変化をぷす ．
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